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関西大学取組紹介 

小林 至道（関西大学 教育推進部 特任助教） 

 

 本日は、私から関西大学の取り組みの紹介をさせ

ていただきます。 

 お手元の資料と前のスライドをご覧ください。 

 関西大学の

取り組みにつ

いて、ご覧の4

つの項目につ

いて順にお話

していきたい

と思います。 

 まず、1点目のライティングラボの管理運営に関し

てですけれども、1つ目の基本方針としては、文章作

成のプロセス

をTA（ティー

チング・アシ

スタント）が

個別アドバイ

スによって支

援するという

方針で行っております。2つ目の基本方針として、文

章にいわゆる朱入れ（添削）は行わずに、TAが質問

を重ねながら学生自身の気づきを促すという方針で

行っております。 

 次に、支援体制ですが、現在、特任教員が3名、事

務員が1名、TAである大学院生が26名の体制で行って

おります。場所は、千里山キャンパスと、2014年10

月14日に新しく高槻キャンパスにもラボをオープン

し、現在は2カ所体制で行っております。そして、2015

年4月からは千里山キャンパスの正門を入ってすぐ

のところにある総合図書館ラーニングコモンズ内に、

ラボがまたさらに新設される予定です。 

 それから、TAの募集、研修、ミーティングに関し

てですけれども、TAは、学内公募で応募したTA、そ

れから指導教員によって推薦されたTAを募集しまし

て、書類審査

、面接を経て

採用、そして

研修という

形をとって

おります。新

人研修は約

１カ月間行っております。業務内容の説明、コミュ

ニケーションの基本である傾聴の仕方を含めたTAと

しての心得の修得、それから実際の相談場面を想定

したロールプレイの繰り返しなどを、約１カ月間か

けて行っております。新人研修後、現場にスタッフ

として入ってからも、他のTAや特任教員で集まり適

宜ミーティングを行うという形で、ラボのミーティ

ングを行っております。 

 また、授業カリキュラムとラボの連携を進めてお

ります。具体的には、まず、授業を担当している教

員にラボ利用案内のお願いを書面で送ります。その

後、授業内でラボのガイダンスや出張講義を利用し

ていただく、ラボの利用指示を教員から学生に出し

ていただくという形で行っております。ラボ利用指

示でラボを利用していただいた教員には、「ラボ利

用証明書」を発行しております。これは、ラボに○

○という相談内容で訪れた学生に対して、ラボとし

ては△△の点を支援しましたということを証明する

ものです。この証明書を発行することによって、授

業担当教員へフィードバックするということを試み

ております。それから、ラボの特任教員は3名いるの

ですが、授業にお邪魔して「ライティングラボはこ

んなところです」という利用ガイダンスを行ったり、

レポートや論文の書き方の基本を伝える出張講座を

行ったりもしています。 

 このように、いろいろな試みをしている中で、ラ

ボでの個別アドバイスの利用実績をまとめたのが次

のスライド

になります。

学期ごと、通
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年の利用者数をまとめたものです。ご覧のとおり、1

年目、2年目、3年目と、年を追うごとに数は増加し

ています。開室期間は、半期約70日間で、年間約140

日ぐらいです。数は延べ人数で計算しております。 

 続きまして、2点目なのですけれども、先ほども少

し触れましたが、ライティング講座というものを実

施しております。大きく3種類で順に説明します。 

 まず、「

レポートの

書き方ワン

ポイント講

座」という

ものを、お

昼休みの30

分間、9回のシリーズものを、千里山キャンパスで行

っております。関西大学の場合は高槻、高槻ミュー

ズ、堺と4つキャンパスがあるのですけれども、現在

は、他キャンパスにも展開し、実施しております。

その際は、千里山キャンパスでのように9回を通して

することは現状では難しいので、30分×3回にしたり

、90分で1回にしたりと、短縮版で開催するという形

で行っております。 

 次に、特定の学部生を対象とした講座というもの

も行っております。例えば、関西大学にスポーツ推

薦で入学した学生を対象とした「文書作成能力向上

講習会」や、入学前教育の一環として商学部生を対

象にメール文の書き方を教えるという講座をしてお

ります。 

 さらに、社会との連携、取り組みの学外への発信

ということも大事ですので、高大連携の一環として、

高校生を対象にした講座というものも開いておりま

す。ワンセミナー、ネックレス・セミナーという名

前の講座で、高校生を対象にライティングにかかわ

る講座を行っております。 

 さて、関西

大学の取り

組みの3点目

ですが、支援ツール、教材の開発を行っております。  

1つ目に、ｅポートフォリオシステムを開発してお

ります。こちらは、先ほど中澤先生からお話があっ

たとおり、津田塾大学と共同開発を行っているので

すが、ご覧のスライドには関西大学側の参加者の体

制を書いたものにしてあります。こういった体制の

中で、現在はTECfolioのプロトタイプを作成してお

り、これからその検証、評価、そして実装という段

階に順次なっていくところです。 

 それから2点目として評価指標、いわゆるルーブリ

ックに関しても、ご覧の体制で関西大学では検討を

重ねています。現在は、ライティングに関するクラ

スルーブリックの作成およびその検証を経て、実際

に授業で使うという段階に至っているところです。 

 次に3点

目として、

『レポート

の書き方ガ

イド』とい

う40ページ

程度の小冊

子を発行し

ております。これまでに、基礎篇と入門篇という小

冊子をつくってまいりました。基礎篇に関しては、

レポートの書き方の基本的なことがまとめられたも

のになっております。入門篇に関しては、レポート

の書き方以前に、レポートを書くために活かしたい

学内施設、例えば、図書館であるとかITセンターで

あるとかの使い方をガイドしたものになっています。

そして、今年度もこれに類するものを発行する予定

でおります。 

関西大学の

取り組みの4

点目ですが、

各種イベン

トの企画・実

施を行って
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おります。まず、この取り組みはステークホルダー

にご協力をいただいているのですけれども、そのス

テークホルダーの方々による講演会を企画し、実施

していただいております。これまで、2012年度に株

式会社朝日新聞社、それから2013年度に株式会社パ

ソナグループにそれぞれ講演をしていただいており

ます。 

 それから、「考動力」作文コンテストというコン

テストを行っております。この「考動力」の「考」

の字は、あえて「考える」という字なのですね。お

手元のスライドの右下のロゴにもあるとおり、「

THINK × ACT」、すなわち「考え、行動する」とい

うのは関西大学の標語にもなっておりますので、こ

の自ら考えて動くという点にフォーカスした作文コ

ンテストを

行っており

ます。こち

らもステー

クホルダー

である伊丹

市教育委員

会の後援の

もと行っております。昨年度から行っておりまして、

昨年度は、高校生の部で600作品弱、大学生の部は100

作品弱の応募がありました。2014年度は今まさに開

催しているところでして、高校生の部が1,070作品、

大学生の部は、ただ今広報中です。 

 続いてで

すけれども、

「ラーニン

グカフェ」と

いう名のも

と、学部生を

対象とした

スタディスキル系の講座を開催しております。こち

らは、スタディスキル系ですので、本の読み方であ

ったり、プレゼンの仕方であったり、ノートテイキ

ングであったり、メールの書き方であったりという

ことをテーマにして開催しております。そのうちの2

回から3回において、ラボのTAによるライティングに

関する講座を開くという機会を設けております。 

 最後に、ワークショップをこれまでに3回ほど開催

しております。明日ですけれども、「効果的なライ

ティング/キャリア支援の方法を考える」というワー

クショップを行います。ご参加をお待ちしておりま

すので、ぜひご参加いただければと思っております。 

 以上、関西大学の取り組みを紹介してまいりまし

た。本報告の最後に、今後の課題を3点にまとめまし

た。 

 1つ目は、ラ

イティングラ

ボの利用に関

する量的、質

的な分析がこ

れから必要で

あろうと考え

ております。スライドにもリサーチクエスチョンを2

つあげましたけれども、どういった学生が、どのよ

うにラボを利用しているのかという調査であったり、

ラボの利活用によって学生自身のライティングの質

というのがどのように変化するのかという質保証に

もかかわる点の分析であったりを、今後は詳細にす

る必要があるだろうと考えております。 

 2つ目の課題として、授業カリキュラムとの連携、

学内関連部署・機関との連携をより深めていきたい

と考えております。その際、これまでも申し上げて

きたとおり、この取り組みで開発したｅポートフォ

リオシステムやルーブリックといった支援ツールの

利活用を通して、連携を図っていくということが肝

要であろうと考えております。 

 最後に3つ目の課題は、取り組み成果の社会への発

信という点です。ステークホルダーとの連携という

ものをこれまで以上に密にしていくということ、そ

れから、今まで述べてきたような取り組み全体の成
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果を社会に向けて発信していく必要があるだろうと

考えております。 

 駆け足で紹介してまいりましたが、関西大学の取

り組みの報告は以上になります。 


